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Ａ 舞台作業灯ＯＮ／ＯＦＦ 
リハーサル、大道具の建て込みなどの際はＯＮにする。 
照明効果が欲しいときには必ずＯＦＦにすること。 

 
Ｂ 客席の照明（客電）の調整 
右上の赤いダイヤル（０～１０の目盛り）で客電ＯＮ／ＯＦＦのタイミングを調節する。目盛りが大きいほど早く、目盛り

が小さいほどゆっくりＯＮ／ＯＦＦになる。 
赤いダイヤルでタイミングを設定した後、「明」ボタンで自動的に客電フェードイン、「暗」ボタンで自動的に客電フェード

アウト、「止」ボタンでフェードイン／アウトの途中で一時停止。 
黄色の「上限」ダイヤルは、客電の最終的な明るさを設定する。 
青色の「下限」ダイヤルは、客電の最終的な暗さを設定する。 

 
Ｃ マスター・フェーダー（ＭＦ） 
全ての照明機器の明るさを設定する。 
調光時には、必ず上に上げて「目盛り１００」にしておくこと。 

 
Ｅ クロスフェーダー 
ＡとＢ、２つの回路を切り替える。左のＡフェーダー（赤いつまみ）と右のＢフェーダー（白いつまみ）は、それぞれＯＮ

／ＯＦＦの位置が逆になっている。二本を同時に上げ下げすることで、ＡがＯＮ、ＢがＯＦＦの状態から、ＡがＯＦＦ、Ｂ

がＯＮの状態へ切り替えることができる。 
回路Ａに第１場の照明を設定し、回路Ｂに第２場の照明を設定しておき、クロスフェーダーを操作すれば、第１場の照明か

らスムーズに第２場の照明に変化させられる。 
暗転させるときには、ＡとＢを同時に０にすればよい。 
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Ｄ 系統設定 
ＡとＢのそれぞれに、系統１～３の照明を設定できる。 

 
 
Ｆ 調光フェーダー１～３ 
１～３の各系統の調光は、Ｆのフェーダーで行う。  
最下段から順に系統１、系統２、系統３の調光フェーダーが並んでいる。 
各段には下記の１～４０の回路があり、３段のフェーダーは全て機能が同じで系統が異なるだけ。 
１～ ８ サス１ 
９～１６ サス２ 
１７～２０ 天井反射板 
２１～２４ シーリング 
２５～２８ フロント 
２９～３２ ボーダー 
３３～３６ アッパーホリゾント 
３７～４０ ロワーホリゾント 

 
Ｄで設定した系統に、Ｆの調光フェーダーで照明を作り込んでおき、Ｅのクロスフェーダーで切り替える。 
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Ａの １ ボタンを押して、
Ａを系統１に設定する。 
Ｂの ２ ボタンを押して、
Ｂを系統２に設定する。 
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